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 カブ内部黒変症の発生要因の解明と対策技術の確立 

 

1 は じ め に  

 県 内 の カ ブ 主 産 地 で は 、 外 観 上 は 健 全 で あ る が 可 食 部 の

内 部 に 褐 変 や 空 洞 化 を 生 じ る 原 因 不 明 の 症 状 が 発 生 し ま し

た 。 こ の 症 状 は 、 収 穫 時 に 確 認 で き ず 、 消 費 時 で 見 つ か る

こ と か ら 、 カ ブ 内 部 黒 変 症 （ 以 下 ； 黒 変 症 ） と し て 大 き な

問 題 に な り ま し た 。 そ こ で 、 今 回 は 黒 変 症 の 発 生 要 因 と 対

策 技 術 に つ い て 紹 介 し ま す 。  

 

2 黒 変 症 の 発 生 要 因  

 カ ブ の 黒 変 症 は 、 現 地 多 発  

ほ 場 の 土 壌 条 件 及 び 気 象 条 件  

の 調 査 と 再 現 試 験 の 結 果 、 土  

壌 の カ リ 欠 乏 （ 15 mg/100 g 以 下 ）  

と 収 穫 3 週 間 前 か ら の 気 象 条  

件 （ 日 射 量 :120 w/ ㎡ 以 下 、 日  

平 均 風 速 :2.5 m/s 以 上 ） *1 が 関  

係 し て い る こ と が わ か り ま し  

た （ 写 真 1 ）。 カ リ の 不 足 し た  

圃 場 で は 、 ① カ ブ の 下 葉 が 黄  

化 し 、 そ の 葉 と 接 す る 可 食 部  

に リ グ ニ ン が 集 積 し ま す 。 こ  

の 時 、 曇 天 や 風 が 吹 き 続 く と 、  

② 柔 細 胞 の 分 裂 が 抑 え ら れ て 、  

可 食 部 の 上 部 に 空 洞 が で き ま  

す 。 こ の 空 洞 が 物 理 的 な 刺 激  

と な っ て 、 ③ 液 胞 の 中 に あ る  

ポ リ フ ェ ノ ー ル と 酸 化 酵 素 が  写 真 1 黒 変 症 の 再 現 試 験  

接 し て 、 褐 変 が 発 生 し ま す 。  

 

3 対 策 技 術  

 生 産 現 場 で は 、 ① 黒 変 症 の 耐 性 品 種 （ ゆ り か も め 等 ） の

導 入 、 ② カ リ 成 分 を 慣 行 の 12 kg/10 a よ り 2 ～ 8 g 多 く 施 肥 し

た と こ ろ 、 黒 変 症 の 発 生 が 見 ら れ な く な り ま し た （ 表 １ ）。 

 

表 1 黒 変 症 の 対 策 試 験 に つ い て  

 

 

 

 

 

改 善 区 で は 、 カ リ 肥 料 を 成 分 量 で 20 kg/10 a( 窒 素  

と 燐 酸 は 県 の 慣 行 施 肥 量 ) 施 肥 し た 。  

草 丈

(cm) 地上部 地下部

改善区 24 24 44 0.5 無

対照区 23 22 39 0.6 微

試験区
新鮮重 （ｇ）

T/R比*2 黒変症
の発症
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4 今 後 の 取 り 組 み  

 近 年 、 カ ブ の 黒 変 症 以 外 に も 気 象 条 件 が 関 係 す る 様 々 な

作 物 の 生 理 障 害 が 報 告 さ れ て い ま す 。 当 担 当 で は 、 生 産 現

場 の 要 望 に 対 し て 、 対 策 技 術 の 早 期 導 入 と 普 及 を 行 い ま す 。  

  

【 問 い 合 わ せ 先 】  

農 業 技 術 研 究 セ ン タ ー 環 境 安 全 担 当  

電 話 ： 048-536-0311 （ 代 表 ）  FAX ： 048-536-0315 （ 代 表 ）  

 

＊ 1 ： 日 射 量 120 w/ ㎡ 以 下 と は 、 影 が で き な い 程 度 の 日 射 量  

 を 示 す 。 日 平 均 風 速 2.5 m/s は 、 顔 に 風 を 感 じ て 、 風 見 が  

  動 き 出 す 程 度 の 軽 風 を 表 す 。  

＊ ２ ： T/R 比 は 、 カ ブ の 地 上 部 と 地 下 部 の 新 鮮 重 の 比 を 表 す 。 


